
JP 2001-513145 A5 2009.7.9

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成21年7月9日(2009.7.9)

【公表番号】特表2001-513145(P2001-513145A)
【公表日】平成13年8月28日(2001.8.28)
【出願番号】特願平10-537068
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  21/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｄ  21/04     (2006.01)
   Ｂ２２Ｄ  27/04     (2006.01)
   Ｂ２２Ｄ  27/20     (2006.01)
   Ｂ２２Ｄ  29/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/043    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  21/02    　　　　
   Ｂ２２Ｄ  21/04    　　　Ａ
   Ｂ２２Ｄ  27/04    　　　Ｇ
   Ｂ２２Ｄ  27/20    　　　Ｚ
   Ｂ２２Ｄ  29/00    　　　Ｇ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６１１　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８１　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６９１Ｂ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６９１Ｃ
   Ｃ２２Ｆ   1/043   　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年5月13日(2009.5.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　合金物品を製造する方法であって、該方法が、
（ａ）以下の成分即ち
　　６．５～７．５重量％Ｓｉ、
　　０．２０重量％までのＦｅ、
　　０．０５重量％までのＣｕ、
　　０．０５重量％までのＭｎ、
　　０．３５～０．５０重量％Ｍｇ、
　　０．０５重量％までのＺｎ、
　　０．２０重量％までのＴｉ、
　　残部のＡｌ(アルミニウム)および他の成分からなり、
　　前記他の成分は合計で０．１５重量％以下であり、且つ前記他の成分のそれぞれは０
．０５重量％を越えない溶融物を準備すること、
（ｂ）前記溶融物を鋳造し、且つ、アルミニウム含有マトリックスと前記マトリックス中
に分散されたπおよびβ鉄含有相とのミクロ組織を生じさせる冷却速度で鋳造物を凝固さ
せること、
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（ｃ）前記鋳造物を、少なくとも部分的にπ相をβ相に変態させるように、溶体化処理す
ること、および
（ｄ）前記鋳造物を急冷し合金物品を形成することを有し、
前記冷却速度は、マトリックス中で１０～４０μｍの樹枝状腕間隔を生じさせるのに充分
な冷却速度である、合金物品を製造する方法。
　　【請求項２】　合金物品中で唯一の或いは主要な鉄含有相はβ相である、請求項１に
記載された合金物品を製造する方法。
　　【請求項３】　前記合金が１相よりも多い鉄含有相を合金物品中に含むとき、前記鉄
含有相はπ相をも含む、請求項１に記載された合金物品を製造する方法。
　　【請求項４】　π相は鉄含有量相の３０体積％までである、請求項３に記載された合
金物品を製造する方法。
　　【請求項５】　鋳造物を凝固させる工程はかなりの比率のπ相を含む鉄含有相を生じ
させ、引く続く溶体化処理工程は、前記π相の大部分をβ相に変換して、主としてβ相で
ある鉄含有相を含む合金物品のミクロ組織を与えるのに有効である、請求項１に記載され
た合金物品を製造する方法。
　　【請求項６】　鋳造前に溶融物は合金の液相線温度よりも高い温度である、請求項１
から請求項５までのいずれか一項に記載された合金物品を製造する方法。
　　【請求項７】　急冷工程は７０～８０℃の温度である熱水中でおこなわれる、請求項
１から請求項６までのいずれか一項に記載された合金物品を製造する方法。
　　【請求項８】　更に、合金物品を時効熱処理することを有する、請求項１から請求項
７までのいずれか一項に記載された合金物品を製造する方法。
　　【請求項９】　時効熱処理は、１４０～１７０℃の温度に前記合金物品を加熱するこ
と、前記合金物品を前記温度で１～１０時間保持すること、および前記合金物品を室温ま
で空冷することを有する、請求項８に記載された合金物品を製造する方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】発明の詳細な説明
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
　平成２０年６月１１日付手続補正書の第１頁第４行～１３行（出願当初明細書第２頁第
１行～第９行）の
「これら合金に見られる二つの主たる鉄含有相は、高Ｍｇ含有合金中に形成された支配的
相であるπ相（Ａｌ８Ｓｉ６Ｍｇ３Ｆｅ）と、β相（Ａｌ5ＳｉＦｅ）である。π相は、
文字の形態となり、またβ相は、容量的に少なく、針状の板となる。望ましくはＭg含有
量を高くして（06重量％より多く）、高強度を得られるが、高Ｍg含有量でπ相が存在す
ると、合金の延性が低下して好ましくない。
　予め修正された601と603合金の破損のミクロ的メカニズムにおける従来理論は、シリコ
ン粒子が小さく丸い場合に富鉄の金属間相が、破壊靭性を決定する上で重要とされている
。これら合金のＭg含有量を増せば、π相の量が増加して合金の延性にマイナスの作用を
与える。」を
『これら合金に見られる二つの主たる鉄含有相は、高Ｍｇ含有合金中に形成された支配的
相であるπ相（Ａｌ８Ｓｉ６Ｍｇ３Ｆｅ）と、β相（Ａｌ5ＳｉＦｅ）である。π相は、
文字の形態となり、またβ相は、容量的に少なく、針状の板となる。望ましくはＭg含有
量を高くして（0.6重量％より多く）、高強度を得られるが、高Ｍg含有量でπ相が存在す
ると、合金の延性が低下して好ましくない。
　予め修正された601と603合金の破損のミクロ的メカニズムにおける従来理論は、シリコ
ン粒子が小さく丸い場合に富鉄の金属間相が、破壊靭性を決定する上で重要とされている
。これら合金のＭg含有量を増せば、π相の量が増加して合金の延性にマイナスの作用を
与える。』に補正する。
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